
2017年度

ひとのばワークス

（女性起業家・働く女性のコミュニティーづくり及び活動支援）

〔成果報告書〕

２０１８．３．３０

特定非営利活動法人ひととひと

代表理事 高橋好美



事業概要とまとめ

• N P O法人ひととひとが拠点とする右京区西院のコミュニティス

ペースひとのばを、たくさんの講師が活用することで、顧客の交

流や講師同士の成長などの相乗効果を生み出すことができると考

え、ひとのばワークスの企画を実施しました。

• 本事業では、右京区西院の「コミュニティースペースひとの

ば」を活動の拠点として、①ひとのばワークスの企画・運営準

備・広報活動と、②活動者に向けた交流相談会の開催を行いまし

た。

• 本事業で行ったインターネットアンケート調査の結果や相談会

から、次のようなことがわかりました。

①女性で自分で事業を始めたいという人は多くいるが、子育

てや家庭への影響が懸念点となっている。

②事業がうまくできるかという不安があり、人のつながり、

集客活動へのサポートが必要である。

③事業活動の支援のために、地域とのつながりや新しい人と

の出会いを生み出すコミュニティーの育成が必要である。

• 事業を通じて見えてきた活動者の要望や願い、地域の様子や顧

客側の想いなどと丁寧に向き合いながら、引き続き活動者の ”や

りたい ”を支援する活動を続けていきたいと思っております。



実施概要

タ イ ト ル

主 催

会 場

実 施 回 数

参 加 者 数

①－１ ひとのばワークス企画会議

特定非営利活動法人 ひととひと

コミュニティースペースひとのば

(京都市右京区西院西今田町12-16）

全５回

述べ参加スタッフ１５名

実施日 曜日 時間 参加スタッフ数 主な検討内容

2018/1/18 木 13:00~16:00 ２名
・企画骨子検討
・ネーミング検討

2018/1/22 月 13:00~16:00 ３名
・ひとのばワークスの具体的なサー
ビス検討

2018/1/25 木 13:00~16:00 ４名
・ひとのばワークス企画具体案
・JOY∞JOBの理念の文章化

2018/2/5 月 13:00~16:00 ３名
・ひとのばワークスWEB要件検討
・アンケート帳票案作成

2018/2/13 火 13:00~16:00 ３名 ・パンフレット紙面構成検討

延べ合計数 １５名

• 女性の事業活動を支援する拠点として、会員制のお仕事サロン「ひ
とのばワークス」のサービスを開始した。

• インターネットアンケートによる市場調査から女性の事業開始につ
いての様々な実態が明らかになった。

• 女性の活動を支援するために、起業者同士のコミュニティづくり、
交流づくりをすることで、不安の解消に役立つと考えられる。

• 事業の不安では稼ぎ（集客・営業）が大半を占めることがわかり、
事業につながる人脈づくり、つながり作りを支援する必要があるこ
とが分かった。

• 上記のことから、交流やつながり作りまで支援できるサービスの企
画としてパンフレットやWEBの制作を行った。



アンケート調査結果

• 10代～60代の男女239名を対象にアンケート調査を行った。

設問 選択肢 男性 女性

自分で事業を始める、起業・副
業・セカンドワークにに関して

どうお考えですか？

すでに起業・副業・セカンドワー
クしている

32 32

３年以内に起業・副業・セカンド
ワークを始めたい

6 11

いつかは起業・副業・セカンド
ワークを始めたい

34 43

起業・副業・セカンドワークはし
たくない

12 22

起業・副業・セカンドワークに限
らず仕事自体をあまりしたくない

7 8

合計 91 116

28%

9%

37%

19%

7%

女性の起業に関する意識

すでに起業・副業・セカンドワークし

ている

３年以内に起業・副業・セカンドワー

クを始めたい

いつかは起業・副業・セカンドワーク

を始めたい

起業・副業・セカンドワークはしたく

ない

起業・副業・セカンドワークに限らず

仕事自体をあまりしたくない

• アンケート回答者の女性の回答では、すでに起業・副業・セカンド
ワーク（以下、起業など）をしている層と検討している層で3/4を
占めていることが分かった。

• ３年いない、いつかはの２回答を合わせると、起業を意識している
女性は２人に１人という割合になり、自分で新しい事業や活動を始
めることに積極的な人が多いことがわかる。



アンケート調査結果

設問 選択肢 人数

女性が結婚後も出産後に「自分で
事業を始めること」に関してどう

思いますか？

ぜひそうするべきだ 41

趣味程度に家族に負担にならない程度なら
よい

64

在宅でできる副業程度ならよい 31

どちらでもいいと思う 101

家事や育児に専念するべきだと思う 2

合計 239

17%

27%

13%

42%

1%

女性が結婚後も出産後に「自分で

事業を始めること」に関して

ぜひそうするべきだ

趣味程度に家族に負担にならない程度

ならよい
在宅でできる副業程度ならよい

どちらでもいいと思う

家事や育児に専念するべきだと思う

• 結婚や出産というキーワードを提示した時、4割が家庭や在宅とい
うキーワードに制限された回答を選んだ。

• 起業などをすることに対しては前向きな女性が多いものの、家庭へ
の負担、子育てへの不安が足止めをしている要因になっているとい
うことがわかる。



アンケート調査結果

設問 選択肢 人数

あなたやあなたのパートナーが現
在仕事をしているとして、結婚後
や子どもを出産後の仕事に関して
どう対応しますか？（理想・予
定・経験どちらでも可）

産休・育休を利用しそのまま続けるか、時
短パートなどへ変更してもらう

98

結婚、出産後すぐに、スキルを活かし、ま
たは身につけて、自分で事業を始める

28

一旦辞めるが、子どもが大きくなったら正
社員もしくはパートで再就職する

85

一旦辞めるが、子どもが大きくなったらス
キルを活かし、または身につけて、自分で
事業を始める

21

子どもができたら仕事を辞め、それ以降も
仕事には就かない

7

合計 239

41%

12%

35%

9%

3%

結婚・出産後の仕事に関して

そのまま続けるか、時短パートなど

へ変更

スキルを活かし、自分で事業を始め

る

一旦辞めるが、子どもが大きくなっ

たら再就職

一旦辞めるが、子どもが大きくなっ

たら自分で事業を始める

子どもができたら仕事を辞め、それ

以降も仕事には就かない

• 結婚・出産後の実際の仕事の仕方は、そのまま続ける、一旦辞める
が半数で同程度となっている。また、仕事の形態も、務める：事業
を始めるは４：１となった。

• ２人に１人の割合で出産を理由に仕事を辞める実情がある。就業と
起業の割合は、出産後の退職の影響は受けず、５人に１人が事業を
始めている（検討している）ことが分かった。



アンケート調査結果
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現在の仕事の楽しさと起業意向との関連

楽しくて、やりがいがある 楽しいけれど、やりがいが無い 楽しくはないが、やりがいがある

稼ぐために我慢して働いている 仕事はしていない

• 「すでに起業をしている」「３年以内に起業を始めたい」と回答し
た人は、現在の仕事に対しても「楽しくてやりがいがある」と前向
きな意識でいることが分かった。

• 特に、「すでに起業をしている人」の約半数が「仕事を楽しくてや
りがいがある」と答えている。また、次いで回答の多い「稼ぐため
に我慢して働いている」人は、「いつか起業をしたい」と現実的で
はないレベルで企業にあこがれていることもわかる。



アンケート調査結果
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起業意向あり 起業意向なし

起業意向と JOY∞JOBへの興味について

自分にもJOY∞JOBと呼べる活動がある すごく面白そうで興味はある

楽しそうだが自分には難しそう 仕事と喜びがつながらないので理解できない

あまり興味はない

• 本事業の企画を行う中で、起業を稼ぐためだけの行為ではなく、よ
人生を楽しく充実させるためのものだと伝えるために、JOY∞JOBと
いう造語をキーワードとして提示した。

• 「すでに起業をしている」「３年以内に起業を始めたい」「いつか
起業を始めたい」という３回答を「起業意向あり」、「起業したく
ない」「仕事自体をしたくない」を「起業意向なし」として回答を
比べたところ、起業意向ありの人は「JOY∞JOB」というキーワード
に対して好感触を持ってももらえることが分かった。

• 自由回答などを見ると、起業に関して「稼ぎ」やスキルについての
不安が多くあることがわかり、起業や事業を始める中で稼げないと
成功ではないという考えが広く染みついていることが分かった。

• 稼げるかどうかの制限を外すと、起業に興味はないと答えていた層
でもやりたいこと、JOY∞JOBだと思う活動にさまざまか回答が出て

くることもわかり、潜在的にはやってみたいことを持っている人が
多くいることが分かった。



アンケート調査結果

•女性の起業・副業・セカンドワークについて（フリーコメント
一部抜粋）

• 収入面や社会とのつながりの維持などにもなり生活にハリが出て良
いことだと思います。

• 夫の収入に頼らず自立すべきだと思うので、素晴らしいことだと思
います。また、自分の可能性をもっと広げる事も大事だと思います。

• やりたい・やれるのならやればいい。稼げる能力が強いことは大事
だ。

• 全ての人に当てはまらないかもしれませんが、女性に限らず、自分
の責任で仕事をすることはとても良いことだと思います。

• 収入のことだけでなく、自分自身を磨いていくことにつながるので、
どんどん始めるべきだと思う。しかし、それを支える法律や社会制
度の整備、民間資源の開拓が早急だと思う。

• 女性もやりたい事ができる世の中であって欲しい。出産、育児で夢
を諦めなければならないのは望んでいません。

• 女性が出産や子育てを理由にやりたいことを断念することは残念な
ので、ぜひ頑張るべきだと思う。

• 家の中で作業の出来る副業程度であれば構わないが、育児との並行
で大変だと思う。出来れば家事に専念できるくらい夫が稼ぐのがベ
スト。

• どれだけ親が子供に接して上げられるかが子供の性格に影響すると
思いますので、育児を優先させたいと思います。両親が共に仕事優
先では子供によくないと思います。

• 独身ならばともかく、子持ちで共稼ぎは子供の世話に手が回らない
と思う。

• 家庭の事情でお金が必要な場合はそうしなくてはやっていけないと
思うが、お金の面で余裕があるのなら育児に専念すべきだと思う。

• 子供がいる場合は、育児に専念して、大きくなったらやる分にはい
いとおもう。

女性の起業には前向きな声がある一方で、子育てへの影響、家庭への影
響を懸念する声が多く上がった。



アンケート調査結果

•あなたのJOY∞JOB、してみたいJOY∞JOBについて（フリーコメ
ント一部抜粋）

• 自宅で好きな時間に出来るようなものがたくさんあればどんどんし
てみたい。

• 自分の体験してきた有益になる情報を発信して、人に喜んで貰える
ようにする。

• ネットワークで、好きな時間に好きな場所でただただリライトをや
り続けていたい。

• 自分の経験談を書く記事や、オンラインでのディスカッションをす
るという仕事をしてみたい。

• 自分のスキルを活かして人に癒やしや元気を与えるような仕事を探
してみたい。やりがいがあり、毎日楽しく仕事が出来る事が何か見
つけたい。

• 結婚前は仕事が楽しく、自分が好きな仕事ができていたため全く苦
じゃなかったまたそんな仕事をもう一度やってみたい。

• 自分は手芸やライティングなどの創作活動が好きなので、いつかは
それをカタチにしてお金に換えられるものまでに成長させていきた
いと思っている。自分にとって楽しいことを仕事にできるのはとて
も幸せなことだと思う。

• 料理をすることが好きなので、それを生かした仕事がしたい。以前
ファミリーレストランで調理の仕事をしていたが、単純作業だが料
理をしていたので、同業または同様の仕事をしたいと思う。

• ボランティアなどで、いろんな子供と遊んだり、地域の孤食の人た
ちとパーティーを企画、そのお手伝い。文章を作るのが好きなので、
スキマ時間で代筆などをしたい。

• 狭い地域だけでなくネットなどで色んな地域の方と好きな事を共有
してネットオフ会みないな感じで商品を企画提案して作ってみたい。

• 動物に関わることがしたい。捨て犬捨て猫保護の活動をしたい。た
だ、ボランティア的だから、仕事となるかは難しい問題。

自分のスキルや好きなことをして、表現したい、人に伝えたいという思
いが多く寄せられた。稼ぐ仕事ではなく、貢献の要素が強いものも多
かった。



アンケート調査結果＜まとめ＞

• インターネットアンケートによる市場調査から以下のことが確認で
きた。

• 女性の４人に１人はすでに起業やセカンドワークを行っていて、
約半数が起業やセカンドワークを前向きにとらえている。

• 女性が事業を始めることに対してのネックは子育てや家庭への
負担となっている。

• 女性の出産は約半数の人にとって一時的なキャリアの切断と
なっている。

• 起業に対して前向きにとらえる人は、仕事への楽しみややりが
いを感じている。

• 起業意向のある人は、JOY∞JOBについて好感触を持っている。
しかしながら、自分には難しいと考えているひとも３割程度い
る。

• 制限なくやりたいことを聴くと、好きやスキルを活かして何か
を表現したいと考えているひとが多いことが分かった。

好きなことやスキルを活かして表現したい、
貢献したいと思っている人は多い。

稼ぐことに
ついての

不安

子育てや
家庭への影響に

ついての不安

顧客の
つながり・交流

起業者の
つながり・交流

交流相談会でサポート



実施概要

タ イ ト ル

依 頼 先

制 作 物

①－２ ひとのばワークスＨＰ/パンフレット制作

NPO法人やさしいデザイン

ひとのばワークスパンフレット

ひとのばワークスホームページ

制作パンフレット



活動詳細

制作WEBページ

• ひとのばワークスの案内用パンフレットとホームページを制作した。

• ひとのばワークスのホームページでは、登録者が自由にイベントを
紹介できる形式にした。

• パンフレットとWEBページの全体デザインをそろえ、顧客側からの
イメージが統一されるように配慮した。

https://hitonobaworks.com/



実施概要

タ イ ト ル

告 知 方 法

①－３ 活動支援および交流会告知のための広報活動

Facebook広告（3/19・26交流会/映画上映対話会）

3/24京都リビングオリコミチラシ

コミュニティースペースひとのば玄関チラシスタンド

コミュニティースペースひとのば建物入り口チラシケース

Facebook広告

• 対話会で相談をする中で、ひとのばワークスに登録する講師たちの
人脈づくり、顧客とのつながり作りのために、新しい人、地域の人
たちにひとのばへ足を運んでもらう仕掛け作りが必要だということ
が分かってきた。

• ３月からは、交流会を広く一般参加ができる形式にし、「映画」を
足を運んでもらうきっかけとして提示することで、広く地域の方々
や顧客となる層とのつながりをつくることを目的とした。

• これまでのつながり以外にも告知をするために、フェイスブック広
告を使い、イベントページのリーチを増やした。



活動詳細

3/24京都リビングオリコミ広告

• 3/24前後で配布される京都リビングの折り込みチラシで映画を使っ

た対話会の告知と、ひとのば講師によるワークショップの案内を
行った。

• リビングのオリコミは、京都西院の会場周辺地域15650枚の配布を

行った。実際にチラシを見た方からの問い合わせ、参加申し込みを
いただくことができた。



活動詳細

手配りビラによる告知

• ひとのばワークスへの登録希望者を募集するための手配りビラを作
成した。

• 相談交流会の日付を自由に書き込める形にし、直近の交流会の日付
を記入して、対象者に配布した。



活動詳細

玄関チラシスタンド

建物入り口チラシケース

• ひとのばワークスは、来場した顧客が他の講師の講座にも参加する
などの顧客のシェアが起こることを期待している。

• よりよい交流が起こることを目的として、会場入り口と建物入り口
の２か所にチラシを配架できるように設備を整え、チラシやパンフ
レット、名刺の配架を開始した。



実施概要

タ イ ト ル

主 催

会 場

実 施 回 数

参 加 者 数

② 地域と活動者をつなぐ対話会の開催

特定非営利活動法人 ひととひと

コミュニティースペースひとのば

(京都市右京区西院西今田町12-16）

全７回

述べ参加

実施日 曜日 時間 参加者数

1/19 金 13:30～16:30 ４名

2/1 木 13:30～16:30 ３名

2/10 土 14:00～17:00 ３名

2/16 金 13:30～16:30 ２名

2/28 水 13:30～16:30 ３名

3/19 月 13:30～16:30 ５名

3/26 月 13:30～16:30 ４名

• 自分のスキルを活かして活度している女性や、これから活動を始め
たいと考えている女性を対象に相談対話会を行った。

• 交流会をすることで、今までつながっていなかった講師同士の新し
いつながりをつくることができた。

• ３月からは映画上映と絡めて交流会を行うことで、新しい層とのつ
ながりをつくることができ、人脈を広げる手助けを行うことができ
た。


